
【資料 23】用語解説 

用語 解説 
災害廃棄物 災害により被災した建物から発生する廃棄物とする。 

なお，広義では，津波堆積物や避難所の生活ごみ・し尿を含む。 

津波堆積物 災害により発生する津波の浸水区域に残存・堆積する土砂系混合物であ

り，海底の土砂やヘドロが津波により陸上に打ち上げられ堆積したもの

や陸上に存在していた農地土壌等が津波に巻き込まれたもの。 

水害廃棄物 水害により被災した建物から発生する廃棄物とする。 

可燃系混合物 災害廃棄物のうち，可燃物（木質廃材，廃プラスチック，紙類，繊維等）

が比較的多く含まれるもの。 

不燃系混合物 災害廃棄物のうち，不燃物（がれき類，ガラス，陶磁器，煉瓦，瓦等）

が比較的多く含まれるもの。 

可燃物 分別又は選別された廃棄物のうち，主に焼却処理されるもの。焼却施設

等で処理できる品質を有する必要がある。 

柱角材 分別又は選別された廃棄物のうち，再生資源化できる廃木材のこと。パ

ルプ原料やボイラー燃料等の用途があり，再生資源化できる品質を有す

る必要がある。なお，東日本大震災では，可燃物として焼却した処理区

もある。産業廃棄物としての木くずの定義とは異なる。 

不燃物 分別又は選別された廃棄物のうち，主に埋立処分又はセメント原料とし

て活用されるもの。埋立処分は，不燃物の性状に応じて，管理型処分場

又は安定型処分場で行われる。セメント原料化に際しては，製品となる

セメントの品質確保のため，受入条件（塩素濃度，寸法等）を十分に確

認し，条件を満たすための設備を検討する必要がある。 

コンクリートがら 分別又は選別された廃棄物のうち，再生資源化できるコンクリート破片

やコンクリート塊のこと。再生砕石等の用途があり，再生資源化できる

品質を有する必要がある。 

金属くず 分別又は選別された廃棄物のうち，再生資源化できる金属のこと。鉄く

ずと非鉄金属くずに区分される。主にリサイクル業者に引き取られ，金

属製品として再生資源化できる品質を有する必要がある。 

仮置場 災害廃棄物の一時的に集積する場所や選別・破砕等の中間処理を行う場

所のこと。仮置場の機能によって，集積場，一次仮置場及び二次仮置場

と分ける場合がある。 

【一次仮置場】 

被災現場での道路啓開，散乱廃棄物の撤去，損壊家屋の解体及び住居の

片付け等で発生した災害廃棄物を一時的に保管する場所のこと。東日本

大震災では，この場所で，角材や柱材，コンクリート塊，鋼材等の比較

的大きなサイズの廃棄物や家電類，処理困難物，危険物・有害物及び思

い出の品等の選別を行った事例（処理区）もある。 

【二次仮置場】 

処理施設（移動式又は固定式）を設置して災害廃棄物の中間処理（高度

な破砕，選別，焼却等）を行うほか，被災現場や一次仮置場から運搬さ

れた廃棄物や，選別後の廃棄物を一時的に保管する機能を併せ持つ場所

のこと。 

※「可燃系混合物」～「仮置場」までの用語は，環境省災害廃棄物対策情報サイト「用語集」を参照した。
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